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I ハーパーマスは最近の主著『コミュニケイジョン的行為の理論~ Die Theo-





の問題意、識の継承である， とともに他面で，かれら第一世代のフラ Y クフノレト
学派，ことに後期『啓蒙の弁証法』からの理論上の独立宣言でもあるだろう。
ハーバーマスの仕事は，初期の主著『公共性の構造転換JlStrukturwandel 




1) Jurgen Habermas， Die Theorie des kommunik回四enH andelns. Ffm. 1!:l81.半弁他訳『コ
ミュニケイション的行為の理論1(上)，未来社， 1985，邦訳は，上中下町3分冊で遂次刊行子定。












の弁証法JDialektik der Rationalisierungというテーマのもとで A ホネ
















J目ハー パー マスにおける批判的社会理論の倫理的基盤 (327) 3 
課題は これら二つのパラダイムを綜合することである。道具的理性の批判
Kritik der instrumentellen Vernunftが旧い批判的理論をもってしてはもはや


















して位置づけ， 7 ドルノに対して自らの立場を規定したのは，ハ パーマ旦で
ある。ハーバーマスは論文「神話と啓蒙り両義性」のなかで，批判的理論の生
2) J. Habcrmas. Die耐 ueU，同 'hersichtUchkeu.Suhrkamp. Ffm.. 1985.のなかの対説 Dialek.
tik der RationaHsierung， S.180 ちなみに ハー パー マスは，本書り動機について.一つは，
「合理性白理論」の試みであり，ニつは r"ミュニケイシ aン的行為の理論」の展開だと述べて
いる。
3) M. Horkheimer u. T. W. Adorno. D臼lektikder Aufklarung， Pkiω)$ophische Fragment杭
Ffm. 1969， S.8.徳永田池田共訳「啓蒙の概念J(W現代思想J]1976年.， 4巻1号)58へー ジ。。W社会科学の方法と歴史』ミネルヴァ書房， 1978年， 184-202ベー ジロ
的 M. Horkheimer. u目T.W. Adorno， Ebenda， SS. 13-4前掲邦訳， 61ペー ジo



























的 ハー パー マス，豆島謙一訳. r神話と啓蒙の両義性ー 『啓蒙¢弁証法』再読」 σ現代文明ノ

















































































7) ハハー マス，前掲論文，邦訳， 163ベージ。



























9) .T Habermas， Theorie des kommunikat四四 Handelns，Bd.l， Handlungsrationalitat und 
gesellschaftUche Rat加lalisierung，FI凪， 1981 S， 81， Wコミュヱケイ γョγ的行為の理論』
〈上)，未来社， 1985，85ベージ。


























10) J. Habermas. Ebellda. S. 37-8，邦札 41-2ベージ。



























12) J. Habermas. Ebenda. S. 10ろ一色邦訳 108へー ν。






















































13) ]. Habermas， Ebenda， S.142.邦訳， 144へージ。
14) 1. Haherm田，Ehenda. S. 132，邦訳， 136へージ。



























15) J. Habermas， Ebenda， S.143，邦訳.145ベジ。



















生活領域が徹底して分化する Ausdifferen z ierung とともに，他方でそ札らを





Rationali tatspotentjal を， 協力して了解という目的追求のために動員するこ
とである。」川ととろで，とうした反省的機能を果たし，有つの世界概念を一つ
16) J. Habermas. Ebenda. S. 148目邦訳目 149ページn

























17) J. Hahermas， Ebenda. S. 149，邦訳， 149-50ベー ジo
18) J. Hahermas. Ebend4. 5. 152，邦訳， 158へー ジu
19) J. Habermas. Ebenda. S. 154，邦訳I 161ベージ。




























21) ]. Habermas， Ebendllらs.15札到i訳~ 163-4へジ。

























22) J. Habermas， Ebenda， S.154，邦訳.160ベージ。





























24) J. Habermas. Ebenda， S. 176，邦訳.180-1ベー ジ。






























しているのだけれども，最近の講演「道徳と倫理JMoral und Sittlichkeit 


































26) J. Francois Lyotard， La Conditicn postmoderne， 1979， Editions de Minuit.塚原史訳「ポス
ト・ぞダンの条牛J. CW!ll代思想j19回年.Vol. 11-3. 150ベーシ〕。
27) Th. A. McCarthy， The cr耐'calTheory 01 J. Haberm叫 1979， p. 376.政治的合意の倫理
は.~正統性の諸問題』のなかでは， communication ethicsにあたる。
